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☎０７７９－６４－５４３２
勝山市郡町3丁目３０４
さくら学進教室

受付 ９：３０～２１：３０
 （土日祝も承ります。）

1人で勉強することが難しいあなたへ

家庭教師はあなたの味方です。

住所：勝山市元町１丁目9-21-3　TEL：０７７９－８７－２６１３

営業時間：１０:００～１９:００  　定休日：第1,3月曜日,第2,4,5日曜日

使ってみたい方サンプルあります。

店頭で気軽にサンプル下さいと言ってね。

ボンタマキ

人 生

100 年

代時
公益社団法人

勝山市シルバー人材センター
　　勝山市本町 1 丁目 9-40　 ☎88-1881　 

高齢者活躍人材確保育成事業 ( 福井県シルバー人材センター連合）

健康維持
家にいても退屈だし

働いて元気！

仲間や友達
仲間とのおしゃべり

が楽しいです！

収入や生きがい
孫にお小遣いを

あげるのが楽しみです！

　シルバーで生涯現役！新規会員募集中！
　　　特に草刈り・草取り・施設内の掃除・子供の見守り等

　　　　　　　　　　　仕事のできる方を募集しています。

～ 60歳以上で健康な方ならどなたでも入会できます～

★★入会説明会を下記の実施日に　午後 1時 30分から行っています★★

直近の実施日：8/26 （金）　9/22( 木）　10/28 （金）
興味のある方は、
　センター事務所へ
　　　　お越しください。



　
令
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勝
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市
内
全
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一
時
避
難
所

を
開
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し
、
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域
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し
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を
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ま
し
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。
あ
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て
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し
、
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土
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崩
れ
、
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。

　
8
月
5
日
に
は
天
候
が
回
復
し
、
被
害

を
受
け
た
場
所
の
復
旧
作
業
が
始
ま
り
、

午
後
8
時
30
分
に
市
内
全
域
へ
の
避
難

指
示
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

ハザードマップをご確認ください

　現在、ふるさと納税サイトなどで「災害支援寄附
金」を募集しています。

寄付の方法
①ふるさと納税ポータルサイトから寄附ができます。

　防災ハザードマップには、河川の氾濫時に、浸
水が想定される区域や浸水深、浸水が続く時間な
どが示されており、その他にも避難情報に応じた
避難行動の目安、家庭でできる防災対策や防災情
報の入手先、避難先一覧なども記載されています。
　「広報かつやま」8月号と一緒に各家庭に配布し
ますので、家族でじっくり内容をご確認ください。

最新のハザード
マップはこちらで

公開中

災害支援の寄附金を募集しています

記録的な大雨記録的な大雨
市内各地域で市内各地域で
猛威を振るう猛威を振るう

1
24

35

❶ 野津又川の氾濫により流出した土砂が流れ込む水田
❷ 暮見川の濁流により崩落した道路
❸ 暮見川の濁流により崩落した護岸擁壁
❹ 北野津又地区で発生した土砂崩れ
❺ 皿川流域の伊波地区で浸水被害を受けた住宅の土砂の片付け

楽天ふるさと
納税 さとふる

詳細はこちらで
ご確認ください

②�郵便払込票を使って寄附ができます。商工文化
課（☎88－8117）までご連絡ください。

問商工文化課（市役所2階）　☎88 ｰ 8117 問総務課（市役所2階）　☎88 ｰ 8125
　8月4日午前中に奥越地方を襲った大雨は、
極めて短時間に激しく降り続き、市内の河川
は一気に増水、氾濫や土砂崩れを引き起こし
ました。
　幸いにして人的被害はなかったものの、伊
波区を中心に多数の家屋が床上、床下浸水し、
北野津又区では土石流が発生しました。
　市では、災害対策本部を設置し、連日職員
が被災地域に入り復旧に向けた対応を続けて
います。
　また、猛暑の中、災害ボランティアの皆さ
まが泥上げなどの作業に駆けつけていただき
ました。
　市も全力で農地や用水路の早期復旧に努め
てまいります。

勝山市災害対策本部長
勝山市長　 水上 実喜夫

市民の皆さまへ

線状降水帯とは線状降水帯とは
　次々と発生する発達した雨雲（積乱雲）が列を
なした、組織化した積乱雲群によって、数時間
にわたってほぼ同じ場所を通過または停滞する
ことで作り出される、線状に伸びる長さ50～
300km程度、幅20～ 50km程度の強い降水を
ともなう雨域を線状降水帯といいます。毎年の
ように線状降水帯による顕著な大雨が発生し、
数多くの甚大な災害が生じています。

（出典：気象庁ホームページより抜粋）

ふるさと
チョイス

※�いずれもお礼品の送付はありません
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人口の動き　7月末現在（前月比）

総人口� 21,963人（＋21）
世帯数� 7,908世帯
男性� 10,493人（＋  4）
女性� 11,470人（＋17）
出生� 12人
死亡� 26人
転入� 73人
転出� 38人

7月の交通事故　（前年比）

事故� 43件（＋15）
死者� 0人（±0）
負傷者� 13人（＋6）

8月の納税

（市・県民税（2期））
納期限� 8月31日
口座振替� 8月26日

勝山市では、広報かつやまのほかに、ホームページやSNS
などで最新情報を発信しています。ぜひご活用ください。公式ＳＮＳなどで情報発信

勝山市のホーム
ページです

イベント、行政
情報を発信

最新情報は
こちらで確認

友だち登録は
こちらから

市内のステキな
写真を紹介

10言語対応の
デジタル広報

『広報かつやま』モデル募集中

『広報かつやま』では表紙や記事に登
場するモデルを募集してい
ます。応募方法や条件は、
こちらをご覧ください。

2 0 2 2年   ８月号

記録的な大雨 市内各地域で猛威を振るう� 02

特集　地域を守るヒーロー� 05

新型コロナワクチン接種� 12

各種コラム� 14

HOT話題� 16

市からのお知らせ� 17

市民の広場� 19

目次

　私たちが安全で安心な暮らしを送ることができる背景には、災害や火災の
発生に備えて日々の訓練を実施する消防団や、犯罪を未然に防ぐためにパト
ロールを行う防犯隊の皆さんの活動があります。
　今月の特集では、消防団や防犯隊が、私たちが暮らす地域を守る要として
どのような思いを抱き、どんな活動を行っているのかを紹介します。

地域を守るヒーロー
� 大切な命は 自分たちで守る 

特集
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勝山市長
水
みずかみ

上　実
み き お

喜夫

　消防団は、消防本部や消防署と同様、消防組織法
に基づき、それぞれの市町村に設置される消防機関
です。団員数は、全国で80万人と消防士の約5倍の
人員がいます。
　勝山市では現在、290人余りの消防団員が市内を
12の管轄に分けた中で消防活動を行っています。

Q消防士とどう違うの？
　消防団員は、常勤で消防署に勤務する消防士とは
異なり、災害発生時に自宅や職場から現場へ駆けつ
け、地域での経験を活かした消火活動や救助活動を
行う非常勤特別職の地方公務員です。

消消防防団団

　防犯隊は、第二次世界大戦直後における社会の
混乱や福井地震をきっかけに、福井県内各地で組織
された福井県独自の防犯団体です。勝山市では、昭
和29年に組織されました。
　現在は、犯罪のない安全で住みよい地域社会を実
現するため、警察をはじめ地域のボランティアの
方々などと連携し、市民の方の防犯意識の向上・啓
発と効果的な地域安全活動への協力・支援、青少年
の健全育成活動などの活動を行っています。

防犯防犯隊隊

勝山市防犯隊　勝山市防犯隊　DataData
　支隊数▶12支隊　支隊数▶12支隊
　団員数▶�121人（男性のみ）　団員数▶�121人（男性のみ）
　待　遇▶役職に応じた年額謝礼および活動謝礼　待　遇▶役職に応じた年額謝礼および活動謝礼
　定　年▶65歳　定　年▶65歳

勝山市消防団　勝山市消防団　DataData
　分団数▶12分団　分団数▶12分団
　団員数▶�291人（男性268人・女性23人）　団員数▶�291人（男性268人・女性23人）
　待　遇▶報酬および費用弁償の支給　待　遇▶報酬および費用弁償の支給
　定　年▶65歳　定　年▶65歳

特集　地域を守るヒーロー

消防団

7月23日、県の操法大会が開催され、
今年は第7分団（野向町管轄）が出場し、
訓練の成果を披露しました。
（写真は訓練の様子です）

　勝山市消防団・防犯隊は、「自らの　勝山市消防団・防犯隊は、「自らの
地域は自ら守る」という精神に基づ地域は自ら守る」という精神に基づ
き、消防防災活動、治安維持の重要き、消防防災活動、治安維持の重要
な役割を果たされています。な役割を果たされています。
　消防防災活動においては、消火活　消防防災活動においては、消火活
動のみならず、風水害等の災害活動。動のみならず、風水害等の災害活動。
そして、防犯活動では、地域を見守そして、防犯活動では、地域を見守
るパトロールなどの巡回。るパトロールなどの巡回。

　地域に密着した活動は、地域の安　地域に密着した活動は、地域の安
全安心になくてはならない存在に全安心になくてはならない存在に
なっています。なっています。
　日頃の活動に感謝申し上げますと　日頃の活動に感謝申し上げますと
ともに、今後とも地域コミュニティともに、今後とも地域コミュニティ
の防災、防犯活動のパートナーとしの防災、防犯活動のパートナーとし
てご尽力賜りますようお願い申し上てご尽力賜りますようお願い申し上
げます。げます。

ですです私たちは私たちは
消防団消防団
防犯隊防犯隊

地域の安
心・安全

を守りた
い

地域の安
心・安全

を守りた
い

勝山市消防団　団長
北
きたがわ

川　賢
けんいち

一　さん

　私たち勝山市消防団は地域の安
全・安心を守るため、消火活動を
はじめ、消防防災の中核として重
要な役割を果たしています。
　活動を担う消防団員は、平素は
自営業、サラリーマンなどの本業
を持ちながら、地域の守り手とし
ての高い使命感を抱き、防火に関
する啓発活動や、発災時には昼夜
を問わず防御活動に従事していま
す。

　また、勝山市では、全国に先駆
けて女性の消防団への参加もして
おり、特に、一人暮らしの高齢者
宅への防火訪問、応急手当の普及
指導などにおいて活躍していま
す。
　今後とも地域防災の要、勝山市
消防団の活動につきまして、ご理
解とご協力を賜りますようお願い
申し上げます。

消防団への思いを聞きました
高い使命感で

地域の安全を守る

消防団・防犯隊は、地域の防災・防犯のパートナー消防団・防犯隊は、地域の防災・防犯のパートナー
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製造業で働く和多田さん
（両隣の方も消防団です）

建設業界で働く
山内さん

勝山警察署　署長
森
もりもと

本　力
つよし

　氏

　防犯隊の皆さまには、平素か
ら防犯パトロールや祭礼警備な
ど、安全で安心な勝山の実現に
向けた各種活動にご理解とご協
力をいただきまして誠にありが
とうございます。厚く御礼を申
し上げます。
　北陸新幹線の敦賀延伸や中部

縦貫自動車道の全線開通が予定
されるなか、治安の更なる向上
を図るため、今後とも勝山警察
署の重要なパートナーとして活
発な防犯活動を推進していただ
きますよう、よろしくお願いし
ます。

勝山市防犯隊　副隊長
池
い け だ

田　義
よしのり

則　さん

　子どもへの声かけ事案などの被害防止、熊などが隠れや
すい茂みや空き家を点検するため、街頭パトロールや雑踏
警備などを行っています。　
　また、行方不明者捜索の協力や住民への情報提供を実施
しています。

　テレビのニュースで子どもや
老人を狙った事件や事故の報道
を見ると、勝山市でも決して他
人事ではないとひしひしと感じ
ています。
　どのようにすれば、安全で安
心に暮らせるのかを考えると、
やはり、一人ひとりが常日頃、
地域に目を配りながら「自分た

ちの地域は自分で守る」という意
識を持つことが大切ではないか
と思います。
　私たちは、地域防犯パトロー
ルを通じて、犯罪のない安全・
安心で住みやすいまちの実現を
目指しています。
　今後も、防犯隊一丸となって
活動していきます。

防犯隊への思いを聞きました

普段は地域で仕事をする方々が災害時は地域を守る消防団に

警戒・警備活動
防犯隊の活動紹介

女性消防団（入団4年目）
和
わ た だ

多田　さやか　さん

　「身近な人に何かあった時、すぐに動ける人にな
りたい」という思いで消防団に入りました。
　火災警報機の点検などで、高齢者の方のお宅を
訪問した際に、「ありがとう」と感謝された時にや
りがいを感じています。
　今後も救命講習などを受けながら、いざという
ときに周りの方を助け
られるよう頑張ります。

　幼いころに見た消防団として活躍する父の背中
を、自分の子どもにも見せたいと思い、消防団に
入りました。
　今年は、念願の県操法大会にも出場でき、仕事
をしながらの2か月間午前４時起きの訓練はとても
大変でしたが、今後に役立つ訓練ができたいと思
います。
　災害時などで少しでも
地域の力になれる
よう頑張ります。

第７分団 班長（入団14年目）
山
やまうち

内　大
だいへい

平　さん

犯罪のない　安全・安心なまちへ

身近な人を助けたい 子どもに消防団の背中を

特集　地域を守るヒーロー

防犯隊
第４支隊による子ども達
を犯罪から守るための街
頭パトロールの様子です。
（各地域の防犯隊が実施） 　災害対応には専門的な知

識と技術が必要です。消防
団に入ると、基礎知識と技
術を習得するための訓練を
受け、その後も、災害対応
力を高めるため、定期的に
訓練を行っています。

　地域を災害から守るため
には住民の防火意識の向上
が不可欠です。そのために、
防火パレードや高齢者宅訪
問、街頭啓発などを積極的
に行っています。

　災害発生時には、消防署
と連携して速やかな防御活
動を行い、地域の安全を守
ります。火災だけでなく、
地震や風水害による被害の
軽減やそれらに伴う救助活
動など多岐にわたります。

消防団の活動紹介

災害対応 広報活動 訓　練
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分団長▶林照郎（◉）　副分団長▶村口裕次（◉）
部　長▶内田正一（◉）、福田耕治（◉）
班�　長▶鳥山秀幸（◉）、谷口六洋（◉）
団�　 員 ▶加藤裕之（◉）、木村篤郎（◉）、�
山形成法（◉）、土谷勇治郎（◉）、松山拓央、�
方堂雄一郎、林正克、多田賢司、和田晃幸、�
久保剛、大林弘典、千京宗一郎、白木友基、�
林浩平、松田恵太

勝山地区（元禄線南側）

分団長▶長谷川浩一（◉）　副分団長▶多田栄藏（◉）
部　長▶前川辰憲（◉）、田中裕之（◉）
班�　長▶平田光男（◉）、三屋直樹（◉）
団�　員▶坂口卓三（◉）、和田剛育、前川憲男、    
米村誠一（◉）、前田馨、加藤浩樹（◉）、三觜賢、
中村雄一郎、松田彰吾、廣瀬隆治（◉）、北坂裕貴、
山内良太、中原久敬、山田耕司、小林正季

猪野瀬地区
分団長▶玉木剛（◉）　副分団長▶斎藤紀一（◉）
部　長▶松山雄治（◉）、山口武彦（◉）
班�　長▶西山和彦（◉）、川島勝則（◉）
団�　員▶横川大一（◉）、木下順一郎（◉）嶋田�
浩平（◉）、春木裕之（◉）、久保政晴、増田直人、
西野貴弘、境井順一、福野剛士、幅田浩司、
内田慎太郎、角大介、桑野恵、道原大樹

勝山地区（元禄線北側）

団　長▶北川賢一（◉）
副�団長▶和田耕三（◉）、池田義則（◉）
部　長▶西山八重子　班�　長▶松田朋恵、笠羽あけみ
団�　員▶横井美香、大平淳子、山内知子、前川裕子、�
大道真知子、木下雅代、丸山優子、中塚真知子、中村
三千代、荒井悦子、酒井靖子、島田ゆかり、山内身和、
和多田さやか、道上多希子、道上玲子、石塚夕子、�
岩見浩子、前川千鶴、本夛育恵

勝山市内全域

※�勝山市では、消防団員のうち（◉）の方が
防犯隊員として活動しています  

分団長▶和田早苗（◉）　副分団長▶薮義之（◉）
部　長▶杉本明人（◉）、檜木乃武夫（◉）
班�　長▶山本晶一（◉）、滝川博則（◉）
団�　 員 ▶ 白 崎 由 浩（ ◉ ）、 岸 康 弘（ ◉ ）、�
坂峰太郎（◉）、森弘充（◉）、丹後信尚、黒坂和央、
小林則彦、立壁陽一郎、中村一哉、四谷一、�
岩先翔平、黒田隆太、髙木康英、山本巧

勝山市内全域

分団長▶山内肇治（◉）　副分団長▶中村啓一（◉）
部　長▶武内伴親（◉）、山端宏一（◉）
班�　長▶大林裕治（◉）、山田直光（◉）、前田義美（◉）
団�　 員 ▶酒井正春（◉）、片岸史治、武内猛、�
横山和宏（◉）、牧下佑輔、中村健太郎（◉）、�
竹内朋宏、村上和人、小林誠、宮本善幸、和田�
達矢、福丸進一、澁谷太郎、旭昌洋、千京正文、
中村賢太、松田優司、谷浩紀

平泉寺地区
分団長▶石井孝幸（◉）　副分団長▶田畑祐治（◉）
部　長▶大山口滋（◉）、斎藤宏康（◉）
班�　長▶西山馨（◉）、小林泰之（◉）、
	 結川孝利（◉）
団�　員▶安岡宗孝（◉）、結川渥司（◉）、西北覚、
小林冨士夫、結川隆一、山内隆之、小林宏治、
加藤誠喜男

北谷地区

分団長▶水野忠範（◉）　副分団長▶橋爪康夫（◉）
部　長▶西出智也（◉）、山内俊洋
班�　長▶出口健二（◉）、松井寛人（◉）、山内大平（◉）
団�　員▶西村和浩（◉）、山田直男、棚田広和、�
片山喜代史、麻畑耕一郎、伊原浩二、山平善孝、
竹内陽一、高田昌平、竹内洋平（◉）、竹内慎一
（◉）、知土裕晶、荒谷俊樹、佐々木由光、�
高田雄大、竹内敦、前野達也（◉）、山澤弘幸

野向地区
分団長▶西又英樹（◉）　副分団長▶平澤善治（◉）
部　長▶永井篤（◉）、林利彦（◉）
班�　長▶丸山博導（◉）、山下博司（◉）、前田健（◉）
団�　員▶寺本史生（◉）、山内公夫、酒井清久、松井
朋樹、道上勉、田中栄二、平澤和彦、義岡次郎（◉）、
木下剛史、小林雄仁、前川研一（◉）、廣瀬孝之、
鵜山秀幸、小川義忠、齋藤彰、永吉陽一、�
玉木希望、水谷大樹、小川佳徳、前田陽平

村岡地区

分団長▶川村浩一（◉）　副分団長▶出口忠勝（◉）
部　長▶笠松正栄（◉）、田中章史（◉）
班�　長▶平井規寛（◉）、田中博善（◉）、笠塚明洋（◉）
団�　員▶竹内淳、松村一哉（◉）、中川雅浩（◉）、
鈴木宏和（◉）、吉田恭隆、秦靖弘、笠松辰実、
石川辰彦、津田憲一、小林崇行、平井平紀、�
田中直樹

北郷地区
分団長▶竹内光博（◉）　副分団長▶多田輝雄（◉）
部　長▶中山一喜（◉）、黒田浩行（◉）
班�　長▶石井春雄（◉）、山内善久（◉）、原田茂雄（◉）
団�　員▶川村盛英（◉）、皿澤博利、下牧真吾（◉）、
味見高朗、島田幸治、中村治（◉）、土田孝幸、
廣田崇行、笠羽光太郎、西尾幸宏、藤堂将、�
石井貴視、谷口慎吾、織田峻太朗、矢戸勇輝、�
橋爪淳治、吉川雅章、水上直人

荒土地区

分団長▶斎藤精一（◉）　副分団長▶牧野峰夫（◉）
部　長▶齋藤敬治（◉）、齋藤秀一（◉）
班�　長▶酒井雅信（◉）、斎藤一博（◉）、斎藤正登（◉）
団�　員▶川端和浩（◉）、替地博三、藤崎秀治（◉）、
酒井勉、斎藤和成、石渡正勝、小椋道徳、�
仲長哲治、朝井聡、仲村祐太郎、斎藤勇人

遅羽地区
分団長▶四方真二（◉）　副分団長▶石田秀夫（◉）
部　長▶伊藤史朗（◉）、安居貴久（◉）
班�　長▶竹内一浩（◉）、山内敬市（◉）、吉田浩一（◉）
団�　員▶岩見豪（◉）、田中義治（◉）、竹内雅文
（◉）、清水幸広、山内優、嶋田馨、前田明宏、
松村喜代志、中道桂一、山口純一、岩見諭志、
石田圭郎、石田仁志、島田正樹、辻貴弘、�
長尾大地、山口直人、千葉政和、岸光裕

鹿谷地区
10
分団

隊　長▶坂　峰太郎　副隊長▶山内大平
部　長▶齋藤秀一
班�　長▶小林泰之
団�　員▶石塚夕子、林正克、境井順一、角大介、
加藤浩樹、山平善孝、知土裕晶、中村治、石田
圭郎

機能別団員▶中野敏彦、松田数実、浅井喜義

各分団より選任ラッパ隊

消防団員

防犯隊員

７
分団

６
分団

８
分団

９
分団

11
分団

４
分団

５
分団

3
分団

２
分団

１
分団

特設
分団

本部

　消防団員が勤める各事業
所様におかれましては、日
頃の活動にご理解いただき
ありがとうございます。
　今後とも、ご協力をお願
いします。

勝山市消防団　副団長
和
わ だ

田　耕
こうぞう

三　さん

※敬省略

特集　地域を守るヒーロー
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濃厚接触者の自宅待機期間（健康観察期間）が５日間に短縮
　濃厚接触者の待機期間が、原則７日間から５日間に短縮されました。
　自宅待機期間の終了日は、患者の感染可能期間内に患者と接触した最終日の翌日から5日目となります。
　また、健康観察期間の終了日は、患者の感染可能期間内に患者と接触した最終日の翌日から7日目となり
ます。7日間が経過するまでは、検温など自身による健康状態の確認や、リスクの高い場所の利用や会食な
どを避けること、マスクを着用することなどの感染対策をお願いします。
　なお、同居されている方が陽性者になった場合、他の家族（同居人）は濃厚接触者となります。濃厚接触
者の方の自宅待機期間は、「陽性者の発症日」または、「自宅内での感染対策を始めた日」のいずれか遅い方
を0日目として5日間（６日目解除）となります。

０日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日

最終
接触日

自宅待機
終了日

健康観察
終了日

濃厚接触者の自宅待機
期間中の過ごし方、
その他詳細はこちら

感染の不安を感じたら、無料検査をご活用ください
　福井県では、感染を不安に感じる県民を対象とした無料検査を下記のとおり実施しています。県外に旅
行や帰省した方、県外から帰省した家族や友人と会食をした方など、感染を不安に感じる場合には、無料
検査をご活用ください。

対象者▶感染不安を感じる無症状の県民　※ワクチン接種の有無は問いません
実施期間▶8月21日㈰まで　午前9時～午後7時（受付締切 午後6時30分）
実施場所▶AOSSA（アオッサ）1階　（福井市手寄1-4-1）
検査方法▶抗原定性検査 詳細はこちら

新型コロナワクチン接種
に関するお知らせ

問勝山市コールセンター（すこやか内）　☎64 ｰ 5543

　ワクチン接種の予約は、電話およびL
ラ イ ン
INEで受け付けています。接種券をなくされた方は、再発行ができ

ます。現時点で、新型コロナワクチン接種の実施期間は、令和4年9月30日までです。接種を希望する方は、
お早めに予約ください。

電話で予約 L
ラ イ ン

I N Eで予約

☎ 0779-64-5543（7回線）
受付時間▶㈪～㈮　午前9時～午後5時
　　　　　　㈯　　午前9時～正午
※日曜、祝日は電話受付は行いません
※1、2回目の予約は電話のみ受け付けます

勝山市公式L
ラ イ ン
INEアカウントを友だちに追加

QRコードを読み込むかIDで検索してください

　　　　　　　受付時間▶24時間予約が可能
　　　　　　　I D▶＠katsuyamacity

武田社製ワクチン（ノババックス）接種について
　勝山市では、若年層における３回目の接種率が低迷していることや、副反応を敬遠してワクチン接種を
見送っている方が一定数存在すると思われることから、発熱などの副反応が比較的少ないとされる武田社
製ワクチン（ノババックス）のワクチンを使った夜間接種を実施しています。
　7月に武田社製ワクチン（ノババックス）接種した方を対象
にアンケート調査を実施しました。
　接種した理由については、回答者の約6割が「副反応が少
ないと言われているから」と回答しており、「前回接種したワ
クチンの副反応がつらかった」「夜間に接種できるため」など
の回答もありました。接種後1週間の体調の変化については、
回答者の約6割が「特になし」と回答し、3回目の接種者の約9
割が「前回接種よりも体調が楽だった」と回答しています。

接種日時▶9月2日㈮　午後7時～ 8時
接種対象▶�接種券が届いている18歳以上の方で3回目接種がまだの方�

（1、2回目に接種したワクチンの種類は問いません）
定員▶20人
会場▶芳野医院 （長山町1丁目3-1）
予約方法▶電話のみ　☎0779-64-5543　㈪～㈮ 午前9時～午後5時、㈯ 午前9時～正午�
※日曜、祝日は電話受付は行いません　※LINEでの予約はできません

県新型コロナワクチン接種センター エルパプラス会場においても接種会場を設置しています。

WEB予約や
詳細はこちら

副反応に関する
アンケート結果

はこちら

今 こ そ  感 染 対 策 の 再 徹 底 を

「おはなしはマスク」 
・会食時の会話時はマスクを着用
・�熱中症対策で子どもがマスクを外す際は、近く

で会話しないよう大人が声掛けを

換気を徹底
・冷房中も定期的に換気

感染した場合に備えて事前に確認
・�家族が感染した場合に備え、医療機関の連絡先や

食料品、マスク、消毒液等の在庫量を事前に確認

早めのワクチン接種
・まだの方は、3回目のワクチン接種を
・�高齢者や重症化リスクのある方は、早めの4回

目接種を

　福井県では、県内の新型コロナウイルスの感染状況を踏まえ、「福井県感染拡大警報」を発令してい
ます。（8月6日現在）県内においては、感染者数が急増しており、50代以下の感染割合が約8割を占め
ています。家族や周囲の人たちを守るため、マスクの着用、定期的な換気、こまめな手洗いなど感染
対策の再徹底をお願いします。
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勝
山
市
を
代
表
す
る
福
井
県
立
恐
竜

博
物
館
は
、恐
竜
を
中
心
と
す
る
地
質・

古
生
物
学
博
物
館
で
、
恐
竜
化
石
の
一

大
産
地
で
あ
る
北
谷
恐
竜
化
石
発
掘
現

場
付
近
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
恐
竜
博
物

館
、
実
は
貝
化
石
と
深
い
か
か
わ
り
が

あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
1
9
8
2
年
5
月
、
勝
山
市
北
谷
で

ト
リ
ゴ
ニ
オ
イ
デ
ス
と
い
う
白
亜
紀
の

河
川
に
生
息
し
て
い
た
二
枚
貝
化
石
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
こ
と
を
う
け
、

同
年
6
月
に
貝
化
石
専
門
の
古
生
物
学

者
、
前
田
四
郎
博
士
（
千
葉
大
学
）
と

顧グ
ー
ジ
ー
ウ
ェ
イ

知
微
博
士（
中
国
南
京
地
質
古
生
物

研
究
所
）
は
調
査
チ
ー
ム
を
編
成
し
て

二
枚
貝
化
石
の
現
地
調
査
を
行
っ
た
の

で
す
。
そ
の
際
、
調
査
員
の
一
人
が
黒

く
光
る
化
石
を
発
見
し
ま
す
。
後
に
ワ

ニ
の
歯
化
石
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た

こ
の
化
石
は
、
発
見
し
た
時
点
で
何
の

化
石
な
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
種
類
の
判
別
を
専
門
の
研
究
者
に
依
頼

し
て
い
る
間
に
、
調
査
チ
ー
ム
は
同
じ
現

場
か
ら
ワ
ニ
の
全
身
骨
格
を
発
見
し
ま

す
。
こ
の
場
所
が
、
現
在
の
北
谷
恐
竜
化

石
発
掘
現
場
な
の
で
す
。
ト
リ
ゴ
ニ
オ
イ

デ
ス
の
産
地
と
し
て
有
名
だ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
ワ
ニ
の
全
身
化
石
が
み
つ
か
り
、
そ

の
後
の
恐
竜
化
石
の
発
見
、
更
に
は
日
本

初
の
恐
竜
博
物
館
設
立
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
ト
リ
ゴ
ニ
オ
イ
デ

ス
は
、
恐
竜
博
物
館
設
立
の「
き
っ
か
け
」

だ
っ
た
の
で
す
。

　
そ
ん
な
北
谷
の
二
枚
貝
化
石
た
ち
で
す

が
、
ト
リ
ゴ
ニ
オ
イ
デ
ス
の
発
見
以
降
、

実
は
研
究
が
進
展
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
近
年
、
北
谷
の
二
枚
貝
化
石

が
世
界
最
高
峰
の
保
存
状
態
で
あ
る
こ
と

を
示
す
証
拠
が
み
つ
か
り
、
有
名
な
英
国

科
学
誌「
ネ
イ
チ
ャ
ー
」の
姉
妹
誌
で
あ
る

「
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
・
レ
ポ
ー
ト
」

誌
に
7
月
13
日
18
時
付
で
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
に
合
わ
せ

て
、
恐
竜
博
物
館
の

開
館
記
念
日
に
あ
た

る
7
月
14
日
か
ら
、

博
物
館
で
一
般
公
開

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
当
館
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

安
あ さ と

里　開
か い と

士
恐竜博物館誕生の立役者
　「北谷の貝化石たち」

福井県立恐竜博物館
主事（研究職員）

1982年の北谷発掘現場と
黒光りするワニの歯化石

「福井の恐竜」コーナーの端にたた
ずむ貝化石とトリゴニオイデス

スマイル Pick Up! 市民の笑顔
お届けします

　

成
器
西
小
学
校
に
通
う
３
人
は
、

今
年
の
6
月
に
開
催
さ
れ
た
１

チ
ー
ム
3
人
に
よ
る
学
校
別
対
抗

の
団
体
戦
「
文
部
科
学
大
臣
杯
第
18

回
小
・
中
学
校
将
棋
団
体
戦
県
大

会
」
で
見
事
優
勝
を
果
た
し
、
7
月

26
日
に
開
催
さ
れ
た
西
日
本
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。

　
県
大
会
で
大
将
を
務
め
た
万
葉
さ

ん
は
、
6
戦
全
勝
と
チ
ー
ム
を
優
勝

へ
導
い
た
そ
う
で
す
。
個
人
で
も
プ

ロ
棋
士
を
目
指
す
程
の
実
力
を
持

ち
、「
勝
つ
と
こ
ろ
が
楽
し
い
で
す
」

と
プ
ロ
の
世
界
に
向
け
て
、

日
々
精
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
副
将
の
悠
馬
君
は
、
初
出
場

に
も
関
わ
ら
ず
、
緊
張
す
る
こ

と
な
く
堂
々
と
戦
い
を
繰
り
広

げ
た
そ
う
で
、「
こ
れ
か
ら
も

将
棋
を
頑
張
り
た
い
で
す
」
と

笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
三
将
の
華
愛
さ
ん
は
、
県
内

女
子
の
中
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

実
力
を
持
ち
、
そ
の
力
を
発
揮

し
て
勝
利
を
重
ね
た
そ
う
で
、

「
い
ろ
ん
な
人
と
の
対
戦
が
楽

し
い
で
す
」
と
将
棋
の
魅
力
を

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

毎
週
土
曜
日
に
猪
野
瀬
ま
ち
づ

く
り
会
館
で
開
か
れ
る
子
供
将
棋
道

場
で
腕
を
磨
く
3
人
。

　
今
後
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

自
分
た
ち
の
将
棋
を
指
し
て
県
大
会
優
勝

（左から）�三
み つ た に

津谷　悠
ゆ う ま

馬さん (小２)、北
きたがわ

川　万
か ず は

葉さん （小6）、
北
きたがわ

川　華
か お

愛さん （小5）

真剣な表情で将棋を指す3人
と大人の道場生

進
化
の
ま
ち
で「
シ
ン
カ
」す
る

　

情
報
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
Ａ
Ｉ
が
進

展
す
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
社
会
の
変

化
に
対
応
し
生
き
抜
く
た
め
に
は
、
ス
キ

ル
だ
け
で
は
な
く
、
資
質
・
能
力
を
発
揮

で
き
る
人
材
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
勝
山
高

校
で
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
好
奇
心
と

意
欲
を
強
力
に
後
押
し
て
探
究
活
動
に
取

り
組
み
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
順
応
で
き

る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　

7
月
7
日
開
催
の
探
究
特
進
科
説
明
会
、

8
月
3
日
開
催
の
勝
高
見
学
会
（
写
真
）
に

は
、
多
数
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
期
待

の
高
ま
り
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
夏
も
、
勝
高
生
が

�

全
国
で
活
躍
し
ま
し
た
！

【
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

�

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
大
会
】

　

7
月
23
日
～
28
日
、
春
季
高
校
総
体
で

学
校
対
抗
の
部
優
勝
、
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
、

ダ
ブ
ル
ス
準
優
勝
を
収
め
、
福
井
県
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
し
た
。

出�

場
種
目
▼
男
子
学
校
対
抗（
団
体
戦
）宮
川

昂
也
・
竹
野
輔
・
三
觜
悠
人
・
片
山
大
揮
・

伊
藤
勇
輝
・
長
谷
川
颯
大
・
宮
川
力
也

　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス　
宮
川
昂
也

　
男
子
ダ
ブ
ル
ス　
伊
藤
勇
輝
・
宮
川
力
也

【
全
国
高
校
生
太
鼓
甲
子
園
】

　

7
月
31
日
、
3
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た

大
会
予
選
を
通
過
し
、
10
校
に
絞
ら
れ
た

本
選
へ
の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

出�

場
団
体
▼
日
本
文
化
部　

田
中
優
花
・

永
井
美
鈴
・
斎
藤
ひ
ま
り
・
佐
藤
光
・

中
出
結
心
・
向
原
柚
妃
・
笹
木
煌
・
石

畝
希
優
・
笠
松
栄
介
・
南
部
茉
優
・
早

川
大
知
・
林
佳
歩
・
廣
作
知
優
・
上
杉

茉
緒
・
酒
井
清
香

勝
高
祭
の
お
知
ら
せ

テ
ー
マ
▼
勝
気
の
種（
か
き
の
た
ね
）

�

～
君
が
感
動
の
花
に
な
る
～

体�

育
祭
▼
9
月
1
日
㈭
・
勝
山
高
校
グ
ラ

ウ
ン
ド（
予
備
日
は
４
日
㈰
）

文�

化
祭
▼
9
月
2
日
㈮
・
3
日
㈯
・
勝
山

市
民
会
館
・
勝
山
高
校

「
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
学
校
祭
を
作
る
た

め
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
！
」

�

（
生
徒
会
長
）

勝高ＨＰ

パーキンソン病の治療
福井勝山総合病院
脳神経内科部長　白藤　法道

　

今
年
の
4
月
か
ら
脳
神
経
内
科
医
と
し

て
勝
山
総
合
病
院
で
外
来
・
入
院
診
療
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
脳
神
経
内
科

が
診
る
主
な
疾
患
と
し
て
、
脳
変
性
疾
患

（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
、パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
な
ど
）、
脳
血
管
障

害
（
脳
梗
塞
な
ど
）、
脳
機
能
疾
患
（
頭
痛
、

て
ん
か
ん
な
ど
）、
脊
髄
疾
患
（
多
発
性
硬

化
症
な
ど
）、
末
梢
神
経
障
害
、
筋
疾
患（
筋

炎
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
な
ど
）が
あ
り
ま

す
。
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
（
以
下
P
D
）
を
簡

単
に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
P
D
の
運
動
障
害
は
、
安
静
時
振
戦

（
じ
っ
と
し
て
い
る
と
き
に
手
足
が
ふ
る
え

る
）、
四
肢
・
体
幹
の
筋
強
剛
・
固
縮
（
首

や
手
足
の
関
節
を
動
か
す
と
き
に
抵
抗
を

感
じ
る
）、
無
動
（
動
作
が
緩
徐
で
運
動
量

や
表
情
が
乏
し
い
）、
姿
勢
調
節
障
害
（
バ

ラ
ン
ス
が
保
て
ず
、棒
の
よ
う
に
倒
れ
る
）、

歩
行
障
害
（
足
が
す
く
む
、
小
刻
み
歩
行
）

が
み
ら
れ
ま
す
。
特
に
日
常
生
活
で
大
き

く
影
響
す
る
の
は
歩
行
障
害
で
す
。
歩
行

障
害
の
あ
る
P
D
の
方
は
死
亡
率
が
非
常

に
高
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
転
倒
に
よ
る
骨
折
が
多
く
、

寝
た
き
り
生
活
に
な
る
た
め
で
す
。

　
治
療
に
は
多
く
の
薬
が
使
用
で
き
ま
す

が
、
適
切
な
治
療
を
行
え
た
と
し
て
も
、

歩
行
障
害
の
進
行
を
抑
制
す
る
こ
と
は

困
難
で
す
。
そ
こ
で
薬
と
リ
ハ
ビ
リ
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
歩
行
障
害
の

進
行
を
抑
え
ら
れ
ま
す
。
薬
と
リ
ハ
ビ

リ
で
15
年
は
自
分
の
力
で
日
常
生
活
が
で

き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
軽
い
運
動
障
害
で
あ
れ
ば
、
筋
力

を
落
と
さ
な
い
こ
と
、
手
足
を
動
か
す
関

節
の
範
囲
を
保
つ
こ
と
で
す
。
ヨ
ガ
や
太

極
拳
が
有
効
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
座
っ
た
状
態
で
も
大
丈
夫
な
の
で

時
間
を
み
つ
け
て
体
を
大
き
く
伸
ば
し
た

り
、
左
右
に
ひ
ね
る
よ
う
な
運
動
を
繰
り

返
し
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
有
効
な
の
は
歩
く
こ
と
で
す
。

姿
勢
や
心
肺
機
能
を
良
く
し
た
り
、
腸
の

動
き
を
活
発
に
し
た
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効

果
も
得
ら
れ
ま
す
。
週
に
2
～
3
回
、
約

30
分
散
歩
で
き
れ
ば
と
て
も
効
果
的
で
す
。

　

進
行
し
た
運
動
障
害
で
あ
れ
ば
、
介
護

保
険
制
度
を
申
請
し
、
施
設
で
の
リ
ハ
ビ

リ
が
自
己
負
担
額
の
1
割
で
受
け
ら
れ
ま

す
。
P
D
な
ら
介
護
保
険
を
40
歳
以
上
か

ら
利
用
で
き
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
担
当
す
る

方
と
相
談
し
自
分
に
あ
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
が

良
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
は
本
人

の
意
欲
が
と
て
も
大
切
で
す
。
楽
し
い
と

感
じ
て
積
極
的
に
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
何
よ
り
大
切
で
す
。

　
P
D
は
治
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

運
動
症
状
の
進
行
を
抑
え
る
こ
と
は
で
き

ま
す
。
P
D
に
向
き
合
っ
て
リ
ハ
ビ
リ
を

楽
し
く
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

ま
ず
大
き
な
前
進
で
す
。
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　しろきこども園の園児が、ゆめおーれ勝山で
思い思いの願いごとを書いた短冊や飾り物を笹
に結びつけ、七夕の飾りつけを行いました。

願いごとがいっぱい 七夕飾り
■7月4日　ゆめおーれ勝山

　地球の歴史や自然について学べる4つの体験
型プログラムから構成される「勝山自然塾」が、
スキージャム勝山で始まりました。

「勝山自然塾」がスタート
■7月16日　スキージャム勝山

　道の駅「恐竜渓谷かつやま」の隣接地に、豆乳
を中心としたカフェを出店する食品製造会社　
山一食品と市は、立地協定を締結しました。

豆乳カフェが 道の駅隣接地へ
■7月6日　勝山市役所

　子どもたちの熱中症対策に役立ててほしいと
株式会社マツイ印刷から携帯型のうちわをいた
だき、市内小中学校と勝山高校に配布しました。

ご寄贈 ありがとうございました
■7月20日　勝山市役所

　保護司会が、犯罪の防止と更正への理解を深める
「社会を明るくする運動」の内閣総理大臣からのメッ
セージを読み上げ、市長と議長に手渡しました。

「社会を明るくする運動」伝達式
■7月6日　教育会館

　奥越塗装工業協同組合勝山支部による学校遊具の
塗装ボランティアが、平泉寺小学校で行われ、鉄棒
などの学校遊具がペンキで塗りなおされました。

ボランティアで遊具をカラフルに
■7月30日　平泉寺小学校

　
8
月
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
「
ふ
る
さ

と
を
応
援
す
る
」
と
い
う
制
度
本
来
の
理

念
や
趣
旨
を
広
げ
る
普
及
啓
発
月
間
で

す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
は
、
事
業

を
進
め
る
財
源
に
な
り
、
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　
県
外
に
い
る
家
族
や
友
人
に
ぜ
ひ
勝
山

市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
呼
び
か
け
を
お

願
い
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
呼
び
か
け
を
お
願
い
し
ま
す

�

問
商
工
文
化
課（
市
役
所
2
階
）☎
88
‐
8
1
1
7

※�

市
民
の
皆
さ
ん
も
当
市
へ
ふ
る
さ
と
納

税（
寄
附
）は
で
き
ま
す
が
、
お
礼
品
は

受
け
取
れ
ま
せ
ん

ふ
る
さ
と
納
税
普
及
啓
発
月
間

詳細はこちらで
ご確認ください

屋
外
広
告
物
に
は
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す

�

問
建
設
課（
市
民
会
館
２
階
）☎
88
‐
８
１
０
７

　
福
井
県
で
は
、
屋
外
広
告
物
の
乱
立
を

防
ぎ
、
街
や
自
然
の
景
観
を
維
持
す
る
た

め
、「
屋
外
広
告
物
法
」
に
基
づ
く
「
福
井

県
屋
外
広
告
物
条
例
・
施
行
規
則
」に
よ

り
、
表
示（
設
置
）を
禁
止
す
る
場
所
・
面

積
・
高
さ
等
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
広
告
物
を
表
示（
設
置
）し
よ
う
と
す

る
場
合
に
は
、
原
則
、
市
へ
の
許
可
申
請

が
必
要
で
す
。
新
し
く
屋
外
広
告
物
を
設

置
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
担
当
課
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
更
新
手
続
き

も
１
か
月
や
１
年（
資
格
保
有
者
が
管
理

の
場
合
３
年
）毎
に
必
要
で
す
。

　
設
置
者
や
管
理
者
に
は
、
屋
外
広
告
物

の
設
置
後
も
良
好
な
状
態
を
保
持
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。
表
示（
設
置
）後
も
、
強

風
や
地
震
に
よ
る
倒
壊
や
落
下
な
ど
で
の

事
故
を
防
ぐ
た
め
定
期
的
に
点
検
を
行

い
、
適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
「
屋
外
広
告
物
」と
は
、
①
屋
外
で
②
公

衆
に
対
し
③
常
時
ま
た
は
一
定
の
期
間

継
続
し
て
表
示
・
設
置
さ
れ
る
④
広
告

板
、
広
告
幕
、
の
ぼ
り
、
立
て
看
板
、
は

り
紙
、
建
物
に
表
示
す
る
壁
面
広
告
、
自

動
車
な
ど
に
表
示
さ
れ
た
移
動
広
告
な
ど

を
い
い
ま
す
。

「
屋
外
広
告
物
」と
は

詳細はこちら

「屋外広告物」の種類

奥
越
前
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
２
が
開
催
中

�

問
奥
越
前
観
光
連
盟　
☎
66
‐
６
6
9
0

　
奥
越
前
観
光
連
盟
で
は
、
全
国
各
地
で

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い
る

「
東
京
カ
メ
ラ
部
」
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
勝
山
市
の
魅
力
を
伝
え
る
写
真
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※�

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
ア
カ
ウ
ン
ト
が
必

要
で
す

募
集
期
間　
11
月
24
日
㈭
ま
で

応募方法や
詳細はこちらで
ご確認ください

市からのお知らせ I n fo r m a t i o n
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市からのお知らせI n fo r m a t i o n

救
急
車
の
適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す

�

問
消
防
署
☎
88
‐
０
４
０
０

　
全
国
的
に
救
急
車
の
出
動
件
数
・
搬
送

人
員
数
は
と
も
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た
人
の
約
半
数

は
、
入
院
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
と
い
う

現
状
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
症
状
に
緊
急
性
や
重
症
感
が
な

く
て
も
「
救
急
車
で
行
け
ば
早
く
診
て
も

ら
え
る
」「
タ
ク
シ
ー
だ
と
お
金
が
か
か

る
」「
ど
こ
の
病
院
に
行
け
ば
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
」
な
ど
の
理
由
で
救
急
車
を
呼
ぶ

人
が
い
る
な
ど
、
社
会
問
題
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　
勝
山
市
消
防
本
部
で
は
、
現

在
、
３
台
の
救
急
車
で
救
急
対

応
し
て
い
ま
す
が
、
市
外
の
病

院
へ
の
救
急
搬
送
も
多
く
な
っ

て
い
る
中
、
3
台
の
救
急
車
が

全
て
出
場
し
た
場
合
、
隣
接
市

町
の
救
急
隊
を
要
請
す
る
こ
と

に
な
り
、
現
場
へ
の
到
着
に
時

間
を
要
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
く
と
、
本
当
に

救
急
車
を
必
要
と
し
て
い
る
方
へ
の
対
応

が
遅
れ
、
救
え
る
命
が
救
え
な
く
な
る
可

能
性
も
出
て
き
ま
す
。

　
１
１
９
番
通
報
す
る
前
に
、
救
急
車
が

本
当
に
必
要
か
、
自
家
用
車
や
タ
ク
シ
ー

な
ど
の
一
般
の
交
通
機
関
を
利
用
で
き
な

い
か
、
も
う
一
度
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
た
だ
し
、
命
に
か
か
わ
る
病
気
や
ケ
ガ

で
緊
急
に
病
院
へ
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
は
、
迷
わ
ず
１
１
９
番
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。

地
域
で
守
る 

子
供
の
安
全

�

問
勝
山
警
察
署
☎
88
‐
０
１
1
０

　

声
か
け
事
案
や
子
ど
も
を
狙
う
犯
罪

は
、
例
年
夏
休
み
明
け
か
ら
増
加
し
、
子

ど
も
の
登
下
校
時
間
帯
に
発
生
し
て
い
ま

す
。

　
福
井
県
警
察
で
は
、
8
月
29
日
㈪
か
ら

9
月
9
日
㈮
ま
で
を「
秋
の
子
供
安
全
対

策
推
進
期
間
」に
設
定
し
、
通
学
路
の
パ

ト
ロ
ー
ル
活
動
を
強
化
し
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ま
は
、
子
ど
も
の
登
下

校
時
間
帯
に
合
わ
せ
て
、「
花
に
水
を
や

り
な
が
ら
」「
犬
の
散
歩
を
し
な
が
ら
」
な

ど
の「
な
が
ら
見
守
り
」活
動
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

救
急
車
は
限
り
あ
る
医
療
資
源
、

み
ん
な
で
上
手
に
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

救
え
る
命
を
救
う
た
め
に

県警察マスコット
「リュウピー君」

市民の広場
C o m m u n i c a t i o n

※イベントなどに参加される際は、マスクを着用するなど感染症対策に努めてください
※感染状況によっては、イベントなどが中止・日程変更になる場合があります

省略記号　時–とき　所–ところ　内–内容　対–対象　講–講師　定–定員　費–参加費　持–持ち物　締–申込締切

〒
詳細につきましては下記までお気軽にお問い合せください。

ご供養： 月 日 日 時～

（０７７９）６４ｰ５６１８勝山市滝波町 丁目

受 付： 月 日 水 ～ 月 日 日
時～ 時 日 日 は 時～ 時 分

供養料： 体 円 体以上 円 無 料

専門家による家・土地・相続に関する無料相談も開催

開催地：セレモニーホール パシオン

開催期間中に限り、ご入会でさらにお得な特典付き

会員様

お知らせ・行事案内
20歳のつどい（令和5年3月

19日開催予定）実行委員募集

対市内に居住または勤務している
18～ 22歳の方（高校生要相談）、
または以前勝山市に住民票があっ
て令和5年20歳のつどいに参加を
希望する方、月１～２回程度の打
合せ会議（夜間）に出席できる方
（オンライン可）内ステージイベン
トの企画、パンフレット作成、式
典の準備・運営など締9月2日㈮
※企画の募集も行っています

問未来創造課　☎88－1115
　

今
回
の
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
、
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
福
井
県
内
で
は
初
め
て
「
顕
著
な

大
雨
に
関
す
る
気
象
情
報
」
が
発
表

さ
れ
、
短
時
間
に
降
る
激
し
い
雨

に
、
多
く
の
方
が
怖
い
思
い
を
さ

れ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
皆
さ
ん
の
被
害
を

少
し
で
も
防
ぐ
た
め
に
活
動
す
る

消
防
団
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

地
域
を
守
る
消
防
団
や
防
犯
隊

の
皆
さ
ん
の
存
在
を
改
め
て
心
強

く
感
じ
て
い
ま
す
。

�

（
広
報
広
聴
係
職
員
一
同
）

編
集
後
記

みなさんのみなさんの
「やってみたい！」「やってみたい！」をを応援応援‼‼
◉◉ �わくわくクラウドファンディ�わくわくクラウドファンディ

ングイベント応援事業ングイベント応援事業

◉◉ちょいチャレ応援事業ちょいチャレ応援事業

申・問 未来創造課未来創造課
　　☎88-8114　　☎88-8114

詳しくはこちら

水道管の掃除（洗管作業）が
始まります

時�9月1日㈭～ 10月13日㈭
　午後10時～午前3時
※作業中は、作業区域内およびその
周辺地域で水が濁ったり、水量が少
なくなったりすることがあります
が、しばらくすると元に戻ります
※作業区域や日程などの詳細は、全
戸配布するチラシをご覧ください
問上下水道課　☎88－8109

上級救命講習

時第１回９月25日㈰、第２回２月
19日㈰ 両日共午前９時～午後6時
所福井市木ごころ文化ホール対市
内に居住または通勤・通学する中
学生以上の方申第１回８月22日㈪
～、第２回１月16日㈪～
※受講には事前申請が必要です
申・問 消防署　☎88－0400

令和3年度 勝山市 
情報公開の実施状況

　令和3年度中に行政文書の開示請
求があったものをお知らせします。
受理件数▶	 総数	 136件
	 （個人14件、会社122件）
決定件数▶	 開示	 121件
		  部分開示　8件
		  不開示　　2件
		  文書なし　1件
その他▶	 取り下げ　4件
		  審査請求　0件
問総務課　☎88－1116

悩みごと総合相談日（無料）

時９月3日㈯午後1時～4時（要予約、
1人約50分）所奥越健康福祉センター
内専門家による個別相談（心の病気や
治療、家族・人間関係、離婚・DV問題、
法律関係など）締8月26日㈮
申・問 �奥越健康福祉センター 

☎66－2076

実行委員の
応募はこちら

企画の応募
はこちら
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